
1



ながさきのふくし vol.13 2

長
崎
大
学
病
院
は
、
３
月
６
日
に
高

齢
者
施
設
向
け
に
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
ー
19
の

感
染
防
止
対
策
を
ま
と
め
た
動
画
を
配

信
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
日
本
環
境
感
染

学
会
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
院
内
感

染
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
活
動

の
一
環
と
し
て
、
同
学
会
と
長
崎
県
社

協
と
と
も
に
企
画
し
た
も
の
で
す
。

Ｙ
Ｏ
Ｕ 

Ｔ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
で
誰
で
も
見
る
こ

と
が
で
き
、
資
料
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
）
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
る
の
で
、
施
設
・
事
業

所
内
で
の
情
報
共
有
・
勉
強
会
に
役
立

て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
経
路

は
、
咳
や
く
し
ゃ
み
、
つ
ば
な
ど
で
飛

ぶ
し
ぶ
き
（
飛
沫
）
を
吸
入
し
て
感
染

を
起
こ
す
飛
沫
感
染
、
飛
沫
が
付
い
た

手
で
物
に
触
れ
て
そ
こ
に
ウ
イ
ル
ス
が

つ
き
、
他
の
人
の
手
が
そ
れ
に
触
り
、

そ
の
手
で
鼻
や
口
を
触
る
こ
と
で
粘
膜

か
ら
入
っ
て
感
染
を
起
こ
す
接
触
感
染

で
す
。

高
齢
者
の
多
い
福
祉
・
介
護
施
設
で

は
、
職
員
や
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
か
ら
の

持
ち
込
み
が
多
い
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

必
ず
し
も
感
染
対
策
の
プ
ロ
は
い
な
い

中
で
、
可
能
な
範
囲
で
感
染
対
策
を

行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ど
ん
な
状
態
で

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
ー
19
を
疑
う
か
？

上
図
で
示
し
て
い
る
％
は
、
中
央
値

※
56
歳
、
入
院
患
者
の
数
値
で
す
。

福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
は
、

高
齢
で
あ
っ
た
り
訴
え
が
困
難
な
方
が

多
い
た
め
、
こ
れ
ら
の
症
状
が
し
っ
か

り
と
確
認
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。日

常
的
に
利
用
者
を
見
て
い
る
家
族

や
職
員
の
「
な
ん
と
な
く
お
か
し
い
、

い
つ
も
と
違
う
」
と
い
う
感
覚
が
唯
一

の
手
掛
か
り
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。こ

の
図
で
示
し
た
症
状
が
み
ら
れ
る

他
の
主
な
病
気
に
「
風
邪
（
急
性
上
気

道
炎
）」「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」「
感
染

性
胃
腸
炎
（
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

等
）」「
一
般
的
な
肺
炎
（
細
菌
性
肺
炎

や
誤
嚥
性
肺
炎
等
）」
が
あ
り
ま
す
。

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
ー
19
と
症
状
だ
け
で
完
全

に
区
別
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

「
長
引
く
こ
と
」「
周
り
へ
の
伝
播
力
が

強
い
こ
と
」
が
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
ー
19
を
疑

う
手
掛
か
り
に
な
り
ま
す
。

気
づ
く
た
め
の
手
段

毎
日
、
朝
夕
全
利
用
者
と
業
務
中
の

県内でも介護施設職員の感染が発生した新型コロ
ナウイルス感染症。感染拡大が続き、現時点で収束
の行方はまったく見えません。（2020 年５月上旬時点）

本号では、感染予防策として特に福祉施設が行う
必要があるものについて、長崎大学病院が作成した
動画や全国老人福祉施設協議会が作成した資料等を
もとに再確認します。※文中、新型コロナウイルス感染
症を COVID-19 と表します。

記事中の資料等は、インターネットで閲覧・ダウンロードできます。
◎ 長崎大学病院 高齢者施設向け動画
上記で検索

◎ 全国老人福祉施設協議会 各種資料
「新型コロナウィルス感染症に関する情報」が
毎日更新されています。

今回掲載した資料は、トップページの上記情報をクリックし、
「対策参考情報」のボタンをクリックしてください。

※長崎大学病院作成動画（P ４参照）資料より抜粋。
年齢中央値 56 歳 , non-ICU patients, n=102, 所見の名称は変更 , ％は見やすい数値に近似
Wang D, Hu B, Hu C, et al. Clinical characteristics of 138 hospitalized patients with 2019 novel 
coronavirus–infected pneumonia in Wuhan, China. JAMA 2020 February 7. doi:10.1001/
jama.2020.1585
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▼どんな状態なら新型コロナウイルス感染症を疑えばいいの？
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全
職
員
の
検
温
を
行
い
、
３
７
・
５

度
以
上
の
人
数
を
毎
日
グ
ラ
フ
化
す

る「
あ
れ
っ
こ
れ
な
ん
だ
か
増
え
て
な

い
？
」
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
保
健

所
に
相
談
す
る

気
づ
い
た
ら
診
断
よ
り

ま
ず
行
う
べ
き
こ
と

別
の
エ
リ
ア
に
移
動
さ
せ
る
（
個
室

が
な
い
場
合
は
同
じ
症
状
の
方
を
同

じ
エ
リ
ア
に
ま
と
め
る
。
ベ
ッ
ド
の

間
隔
を
あ
け
る
か
カ
ー
テ
ン
で
仕
切

る
等
す
る
）

可
能
で
あ
れ
ば
、
日
ご
と
に
症
状
が

あ
る
方
と
症
状
が
な
い
方
を
別
に
す

る

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
も
、
行
う
べ
き
こ
と
は
同
じ

で
す
。

感
染
を
外
部
か
ら

持
ち
込
ま
な
い
た
め
に

福
祉
・
介
護
施
設
の
感
染
対
策
に
お

け
る
職
員
の
役
割
は
、
次
の
３
つ
で
す
。

自
分
が
感
染
し
な
い

利
用
者
に
感
染
さ
せ
な
い

利
用
者
間
の
感
染
を
媒
介
し
な
い

厚
生
労
働
省
か
ら
の
通
知
等
を
も
と

に
、
全
国
老
人
福
祉
施
設
協
議
会
（
以

下
、
全
国
老
施
協
）
が
わ
か
り
や
す
く

ま
と
め
た
フ
ロ
ー
が
あ
り
ま
す
。

上
図
の
対
応
フ
ロ
ー
は
「
職
員
編
」

の
ほ
か
利
用
者
ケ
ア
編
が
あ
り
、
ま
た

対
応
方
針
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
も
作
ら
れ

て
い
ま
す
。

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
は
、
職
員
の
基

本
と
な
る
一
般
的
事
項
と
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
提
供
に
関
し
て
、
特
養
等
（
入
所

施
設
・
居
住
系
サ
ー
ビ
ス
）、
通
所
・

短
期
入
所
等
、
訪
問
介
護
事
業
所
等
そ

れ
ぞ
れ
の
対
応
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
員
配
置

基
準
や
報
酬
算
定
、
休
業
等
の
取
扱
い

等
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
全
国
老
施
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。（
Ｐ
２
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

手
指
衛
生
～
最
も
大
切
な
感
染
対
策

利
用
者
へ
の
ケ
ア
や
処
置
は
、
手
を

使
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。
多
く
の
利
用
者

の
食
事
介
助
、
排
泄
介
助
等
で
、
体
液

や
排
泄
物
に
触
れ
る
機
会
が
多
く
、
感

染
を
広
げ
る
リ
ス
ク
も
大
き
い
こ
と
か

ら
、
職
員
自
身
が
感
染
し
な
い
、
感
染

を
広
げ
な
い
た
め
に
、
次
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
手
指
衛
生
を
行
う
こ
と
が
大
切
で

す
。利

用
者
に
直
接
触
れ
る
前

清
潔
、
無
菌
操
作
の
前

体
液
な
ど
に
触
れ
た
後
（
可
能
性
の

あ
る
場
合
を
含
む
）

利
用
者
に
触
れ
た
後

利
用
者
の
周
囲
の
物
に
触
れ
た
後

見
逃
し
て
い
ま
せ
ん
か 

？

石
鹸
と
流
水
で
の
手
洗
い
の
あ
と
、

水
道
栓
は
ど
う
止
め
て
い
る
？

ゴ
ミ
箱
を
手
で
開
け
て
な
い
？

液
体
石
鹸
を
継
ぎ
足
し
て
な
い
？

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
剤
は
、
必
要
な
量

を
使
っ
て
い
る
？

個
人
防
護
具

手
袋

長
崎
大
学
病
院
動
画
で
は
、
手
袋
に

つ
い
て
、「
手
袋
着
用
は
手
指
衛
生
に

代
わ
る
も
の
で
は
な
い
」
と
指
摘
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
、

手
袋
の
ま
ま
、
手
洗
い
や
ア
ル
コ
ー

ル
消
毒
を
し
て
も
、
病
原
体
を
完
全

に
は
取
り
除
け
な
い

手
袋
に
は
、
一
定
の
割
合
で
ピ
ン

ホ
ー
ル
が
開
い
て
い
る
の
で
汚
染
す

る手
袋
の
中
で
常
在
菌
が
繁
殖
し
た

り
、
外
す
と
き
に
手
が
汚
染
す
る

と
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
手
袋
を
つ
け
る

前
、
外
し
た
後
の
手
指
衛
生
の
重
要
性

が
説
か
れ
て
い
ま
す
。

マ
ス
ク

マ
ス
ク
は
正
し
く
取
り
扱
わ
な
い
と

か
え
っ
て
危
険
で
す
。
取
り
扱
い
に「
慣

れ
」
が
出
て
き
て
い
ま
せ
ん
か
？

マ
ス
ク
の
表
面
、
内
側
は
ど
ち
ら
も

汚
れ
て
い
る
。
つ
け
て
い
る
と
き
、

外
す
と
き
は
、
表
面
を
触
ら
な
い

外
し
た
後
は
、
す
ぐ
に
手
指
衛
生

マ
ス
ク
で
お
お
わ
れ
て
い
な
い
顔
の

部
分
も
汚
染
し
て
い
る

外
し
た
マ
ス
ク
は
テ
ー
ブ
ル
な
ど
に

置
か
な
い

２１２

▲ 職員編フロー。利用者ケア編には、
　サービスごとの具体例も掲載
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環
境
清
掃

次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
使
っ
た

清
拭
を
日
常
か
ら
実
施
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
そ
の
濃
度
、
保
管
状
況
、

保
存
期
間
は
適
切
で
す
か
？

次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
は
、
温
度
、

直
射
日
光
等
の
保
管
条
件
で
、
濃
度
が

低
下
し
や
す
い
た
め
、
も
し
ス
プ
レ
ー

や
ボ
ト
ル
で
保
管
す
る
な
ら
、
消
毒
薬

名
、
濃
度
、
有
効
期
限
を
適
切
に
表
示

し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
空
気
清
浄
と
し
て
次
亜
塩
素

酸
を
含
む
消
毒
液
を
噴
霧
す
る
こ
と

は
、
効
果
が
不
確
実
で
あ
り
、
な
に
よ

り
吸
引
す
る
と
有
害
で
あ
る
た
め
行
わ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

環
境
の
確
認

必
要
な
場
所
に
、
手
指
衛
生
と
防
護

服
の
使
用
が
で
き
る
環
境
が
整
え
ら
れ

て
い
ま
す
か
？

受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
・
部
屋
の
入
口
の

手
指
消
毒
剤
、
手
洗
い
場
の
掃
除
と
乾

燥
、
清
潔
ケ
ア
等
の
物
品
の
準
備
、
汚

物
処
理
室
の
個
人
防
護
具
や
手
指
消
毒

剤
の
設
置
、
手
洗
い
場
の
設
置
な
ど
、

あ
ら
た
め
て
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る
？

防
護
具
が
な
く
て
も

身
を
守
る
た
め
に

感
染
防
護
用
品
が
な
く
な
り
そ
う
に

な
る
前
に
、
ま
ず
所
轄
庁
等
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

そ
れ
で
も
確
保
で
き
な
い
場
合
の
参

考
情
報
が
、
前
述
の
全
国
老
施
協
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。（
左
上
図
参
照
） 

人
と
人
と
の
繋
が
り
を

奪
わ
れ
な
い
工
夫

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
た
ま
ん
な
ゆ

う
ゆ
う
（
五
島
市
）
で
は
、
面
会
禁
止

の
代
替
手
段
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ソ
フ

ト
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
利
用
し
た
面
会
を
準
備

し
て
い
ま
す
。

利
用
し
た
ご
家
族
か
ら
は
「
母
の
元

気
な
顔
を
見
れ
て
な
に
よ
り
！
」
と
喜

び
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
停
止

は
、
利
用
者
の
生
活
は
も
と
よ
り
命
に

関
わ
る
こ
と
で
す
。
一
方
、
サ
ー
ビ
ス

従
事
者
の
生
活
・
命
も
か
け
が
え
の
な

い
も
の
で
す
。

現
場
の
職
員
は
、
利
用
者
や
職
員
自

身
が
感
染
し
た
場
合
の
対
応
方
法
や
、 

サ
ー
ビ
ス
を
維
持
で
き
る
の
か
な
ど
、

多
く
の
不
安
を
感
じ
な
が
ら
毎
日
の
業

務
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

収
束
が
い
ま
だ
見
え
な
い
中
、
更
に

具
体
的
な
施
策
が
待
た
れ
ま
す
。

▲ マスクのほか、エプロン、手袋、
フェイスシールドなどの参考情報も

▲ 特養たまんなゆうゆうの web 面会の様子。
事例を重ねながら柔軟な活用を進めるとのこと
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温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
に

感
謝
い
た
し
ま
す　
　
　

 
昨
年
73
回
を
迎
え
た
共
同
募
金
運
動

は
、「
じ
ぶ
ん
の
町
を
良
く
す
る
し
く

み
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
10
月
１
日
か

ら
半
年
間
に
わ
た
り
全
国
一
斉
に
運
動

が
展
開
さ
れ
、
本
県
に
お
い
て
も
県
民

の
皆
様
方
の
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力

に
支
え
ら
れ
て
、
無
事
運
動
が
終
了
い

た
し
ま
し
た
。

運
動
期
間
中
は
、
各
ご
家
庭
を
は
じ

め
、
小
・
中
・
高
等
学
校
や
企
業
な
ど

多
く
の
方
々
か
ら
沢
山
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
対
し
、
深
く
感

謝
い
た
し
ま
す
。

昨
年
の
「
赤
い
羽
根
募
金
」
に
は
、

総
額
で
１
５
６
，
５
６
２
，
４
７
１
円

の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
、
本
年
３
月
開

催
の
配
分
委
員
会
の
審
議
、
理
事
会
、

評
議
員
会
の
承
認
を
得
て
、
市
町
社
協

が
行
う
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
事
業

な
ど
地
域
福
祉
事
業
費
、
保
育
所
な
ど

福
祉
施
設
整
備
費
や
備
品
購
入
費
、
福

祉
車
両
「
赤
い
羽
根
号
」
の
整
備
費
、

地
震
等
大
規
模
災
害
発
生
時
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
支
え
る
資
金
、
ま
た

テ
ー
マ
募
金
に
よ
る
助
成
と
し
て
社
会

課
題
の
解
決
や
地
域
の
福
祉
課
題
に
取

り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

へ
の
事
業
費
を
加
え　

総
額
１
１
０
，

７
４
９
，
０
０
０
円
の
助
成
が
決
定
い

た
し
ま
し
ま
し
た
。

共
同
募
金
運
動
の
一
環
と
し
て
昨
年

12
月
に
実
施
い
た
し
ま
し
た
「
歳
末
た

す
け
あ
い
募
金
」
に
は
、
総
額
１
０
７
，

２
１
５
，
１
７
５
円
の
ご
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
市
町
で
実
施
し
ま
し
た

「
歳
末
た
す
け
あ
い
」
に
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
募
金
は
、
社
協
へ
総
額
３
３
，
７

１
４
，
６
７
０
円
（
前
年
度
助
成
原
資

を
含
む
。）
の
助
成
が
決
定
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
市
町
で
支
援
を
必
要
と
さ
れ
る

方
々
へ
の
年
末
見
舞
金
等
に
有
効
に
活

用
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
歳
末
た
す
け
あ
い
・

長
崎
新
聞
社
歳
末
た
す
け
あ
い
」
に
寄

せ
ら
れ
た
募
金
は
、
児
童
養
護
施
設
卒

業
生
に
対
す
る
就
職
・
進
学
支
度
金
、

車
椅
子
利
用
者
送
迎
用
福
祉
車
両
「
歳

末
た
す
け
あ
い
号
」
等
へ
総
額
１
１
，

２
７
０
，
０
０
０
円
の
助
成
が
決
定
し

ま
し
た
。

な
お
、
本
年
度
４
回
目
と
な
る
テ
ー

マ
募
金
（
令
和
２
年
１
月
～
３
月
）
に

は
、
左
記
の
７
団
体
に
３
，
５
０
２
，

０
１
２
円
の
募
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

社
会
福
祉
法
人 

長
崎
県
共
同
募
金
会

０
９
５
─
８
４
６
─
８
６
９
２

０
９
５
─
８
４
６
─
８
５
６
５

kyobo@
akaihane-nagasaki.or.jp

http://www.akaihane-nagasaki.　

or.jp

第73回共同募金運動が終了

（一社）長崎県障害者スポーツ協会

（特非）DV 防止ながさき

（特非）ほほえみながさき

（特非）ちゅーりっぷ会長崎ダルク

（特非）ちいきのなかま

1

2

3

4

5

6

7

団　体　名 所在地NO. 助成内容 募金額
金額単位：円

長崎市

長崎市

長崎市

長崎市

長崎市

佐世保市

諫早市

391,500

1,449,512

322,000

66,000

525,000

248,000

500,000

（一社）長崎県身体障害者
福祉協会連合会

（一社）ウィルチェアアスリートクラブ
ソシオ SOEJIMA

子どもと家族の困ったときの支援利用補助
～子どもの預かり・家事サポート～

デート DV 防止授業時の生徒配布
用ハンドブック作成

障害者社会参加促進事業

障害者スポーツ普及強化事業

ボランティア活動の拡充事業

Fun Fun Run ！みんなで楽しむ
車いすラン

依存症問題の理解と対策、
情報の普及活動
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こ
ん
に
ち
は
！
今
年
4
月
に
県
社
協

の
職
員
に
な
っ
た
Ｍ
ａ
ｍ
ｉ
で
す
。
私

は
２
０
１
７
年
７
月
～
２
０
１
９
年
4

月
の
1
年
10
か
月
、
イ
ン
ド
洋
に
浮
か

ぶ
島
、
ス
リ
ラ
ン
カ
で
独
立
行
政
法
人 

国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
青
年

海
外
協
力
隊
員
と
し
て
障
害
児
・
者
支

援
の
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

ス
リ
ラ
ン
カ
と
は
シ
ン
ハ
ラ
語
で

「
光
り
輝
く
島
」
の
意
味
で
、
島
の
人

た
ち
は
と
て
も
穏
や
か
で
す
。

こ
の
国
は
１
９
４
８
年
に
イ
ギ
リ
ス

か
ら
独
立
し
人
口
は
日
本
の
１
／
6
位

で
２
，
１
６
７
万
人
（
２
０
１
８
年
）。

面
積
は
北
海
道
の
8
割
位
で
す
。
一
年

を
通
し
て
暖
か
く
、
雨
季
と
乾
季
が
あ

り
ま
す
。
雨
季
は
日
本
の
梅
雨
の
よ
う

に
毎
日
雨
が
降
り
ま
す
が
、
乾
季
に
は

水
不
足
に
な
り
断
水
す
る
こ
と
も
し
ば

し
ば
で
す
。

私
が
赴
任
し
た
の
は
島
の
西
部
、
旧

首
都
の
コ
ロ
ン
ボ
県
で
し
た
。
急
速
に

都
市
化
が
進
ん
で
い
る
賑
や
か
な
街
で

す
。私

の
活
動
は
、
障
害
者
の
生
活
の
質

の
向
上
を
目
指
す
こ
と
。
通
所
型
や
入

所
型
の
障
害
者
支
援
施
設
を
巡
回
し

て
、
職
員
に
レ
ク
チ
ャ
ー
し
た
り
、
利

用
者
さ
ん
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
実

施
し
た
り
、
施
設
環
境
整
備
等
を
行
い

ま
し
た
。

私
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
隊
員
に
応
募
し
た
理

由
は
、
東
日
本
大
震
災
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
で
大
き
な
や
り
が
い
を
感
じ

「
将
来
は
最
も
関
心
の
あ
る
障
害
者
分

野
で
何
か
役
に
立
ち
た
い
」
と
考
え
た

か
ら
で
す
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
隊
員
と
し
て
活

動
す
る
前
は
、
長
崎
市
内
の
障
害
者
支

援
施
設
で
生
活
支
援
員
と
し
て
、
利
用

者
さ
ん
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま

し
た
。

ス
リ
ラ
ン
カ
で
の
最
初
の
活
動
は
現

地
の
方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

る
こ
と
で
し
た
。
や
が
て
施
設
の
状
況

や
現
地
の
習
慣
、
考
え
方
が
少
し
ず
つ

分
か
る
よ
う
に
な
り
、
職
場
の
人
と
一

緒
に
活
動
計
画
を
作
っ
て
少
し
ず
つ
活

動
を
始
め
て
い
き
ま
し
た
。

私
の
ス
リ
ラ
ン
カ
で
の
活
動
を
お
伝

え
す
る
こ
と
で
長
崎
の
障
害
者
支
援
活

動
を
始
め
、
活
躍
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん

の
参
考
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
等
の
中
止

の
ご
案
内

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
、
長
崎
県
社
協
が
6
月
以

降
に
予
定
し
て
い
た
左
記
の
イ
ベ
ン
ト

等
を
中
止
ま
た
は
延
期
し
ま
し
た
。

延
期
後
の
日
程
は
調
整
中
で
す
。

◎
中
止

▼
福
祉
の
就
職
フ
ェ
ア
（
年
内
全
て
）

◎
延
期
（
）
内
は
延
期
前
の
日
程

▼
サ
マ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（7/1

～9/30

）

▼
生
涯
研
修
課
程

　
中
堅
職
員
研
修
Ⅰ
期
（6/2

～  

）

　
Ⅱ
期
（6/17

～　

 

）

　
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
研
修
Ⅰ
期（6/4　
　

　
～   

）

　
Ⅱ
期
（7/9

～　

 

）

　
▼
専
門
研
修

　
６
月
・
７
月
の
研
修
は
全
て

　
※
８
月
以
降
の
研
修
は
予
定
通
り

　
開
催
し
ま
す
。（
５
月
中
旬
現
在
）

▼
九
州
大
会

　
九
州
老
人
福
祉
施
設
職
員
研
究
大　

　
会
（
長
崎
大
会
）
来
年
度
に
延
期

※
詳
し
く
は
長
崎
県
社
協
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Information

初
任
者
研
修
Ⅲ
期
（6/11

～　

 

）

18
3

5

12
10



【収入】 【支出】 （単位：千円）
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令
和
２
年
度
長
崎
県
社
協
事
業
計
画

 「
県
社
協
の
明
日
3
年
プ
ラ
ン
」（
第

4
次
長
崎
県
社
協
地
域
福
祉
推
進
・
基

盤
強
化
計
画
）
に
基
づ
き
、「
つ
な
ぐ
」

「
支
援
す
る
」「
発
信
す
る
」「
解
決
す

る
力
」「
提
言
す
る
」
を
強
化
し
、
本

会
の
社
会
的
使
命
で
あ
る
長
崎
県
の
社

会
福
祉
の
充
実
に
向
け
、「
地
域
の
福

祉
力
」
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
明

日
の
長
崎
県
の
福
祉
の
あ
り
方
や
方
向

性
に
つ
い
て
あ
ら
ゆ
る
関
係
者
・
組
織
・

団
体
と
連
携
・
協
働
し
な
が
ら
業
務
を

遂
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

重
点
事
項

『
県
社
協
の
明
日
3
年
プ
ラ
ン
』（
第

4
次
長
崎
県
社
協
地
域
福
祉
推
進
・

基
盤
強
化
計
画
）
及
び
長
崎
県
版
社

協
・
生
活
支
援
活
動
強
化
方
針
の
着

実
な
推
進
と
第
5
次
長
崎
県
社
協
地

域
福
祉
推
進
・
基
盤
強
化
計
画
の
取

組
み
作
業
と
策
定

市
町
社
協
に
お
け
る
「
地
域
の
福
祉・

生
活
課
題
解
決
」
の
た
め
の
諸
活
動

の
支
援

「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
」
の

支
援
及
び
社
会
福
祉
法
人
等
と
の

連
携
に
よ
る
「
生
計
困
難
者
レ
ス

キ
ュ
ー
事
業
」
推
進
支
援

住
民
相
互
で
支
え
合
う
地
域
づ
く
り

の
た
め
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
促
進

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
、
苦
情
解

決
事
業
等
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

保
護
・
支
援
の
強
化
推
進

生
活
福
祉
資
金
や
新
た
な
貸
付
事
業

等
の
適
正
な
制
度
運
用
と
積
極
的
活

用専
門
性
の
高
い
福
祉
人
材
の
発
掘
・

養
成
・
確
保
・
定
着
の
推
進
と
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
向
上

民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
の
充
実

強
化
の
支
援

【
令
和
２
年
度
】
新
任
職
員
紹
介

地
域
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
課　
五
島　
昌
幸

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て

福
祉
の
現
場
で
働
い
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
、
フ
ル
マ
ラ

ソ
ン
や
ペ
ー
ロ
ン
に
挑
戦
す
る
ア
ク

テ
ィ
ブ
な
面
も
持
っ
て
い
ま
す
。
培
っ

て
き
た
現
場
経
験
や
持
ち
前
の
行
動
力

を
活
か
し
て
、
地
域
の
皆
様
と
一
緒
に

何
か
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
お
互

い
に
助
け
合
え
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
話
を

す
る
こ
と
が
大
好
き
で
す
の
で
、
県
社

協
を
訪
れ
た
際
に
は
是
非
お
声
か
け
く

だ
さ
い
！

福
祉
人
材
研
修
セ
ン

タ
ー　
尾
﨑　
麻
美

大
学
卒
業
後
、
長
崎

市
内
の
障
害
者
支
援
施

設
に
勤
め
、
そ
の
後
学
生
の
頃
か
ら
関

心
の
あ
っ
た
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参

加
し
、
福
祉
分
野
で
活
動
し
て
き
ま
し

た
。
今
号
よ
り
一
年
間
、
海
外
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
の
活
動
記
を
連
載
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
仕

事
の
息
抜
き
に
読
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば

嬉
し
い
で
す
。
県
社
協
で
は
、
こ
れ
ま

で
の
経
験
を
活
か
し
な
が
ら
、
誰
も
が

よ
り
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
目
指

し
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

住友生命保険相互会社
長崎支社 様

▼寄付に関するお問い合わせ
　長崎県社協　総務課
　０９５―８４６―８６００

 

会費・寄付金

分担金・負担金

補助金・助成金・受託金

事業収入・その他

配分金

受取利息・積立金取崩

前期繰越金

収入合計

運営事務費

事業費

分担金・負担金・助成金

借入金返済金

積立金

予備費

次期繰越金

支出合計

　　

　23,621

35,028

214,559

123,183

0

11,336

854,133

1,261,860

208,686

457,327

22,376

10,901

23,037

0

539,533

1,261,860

■ 令和２年度当初予算　※生活福祉資金等特別会計収支を除く

Information

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

予算額 予算額科目科目
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